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    始

    
        
            祭りになると人々の前に現れては、人形芸を披露してくれる魔法使いと言えば、アリス・マーガトロイドだ。

            彼女は、人形を魔法で操り、あたかも生きているかの様に見せる芸達者な魔法使いである。

        

        幻想郷縁起 / 稗田阿求
    
    夏のある日の事、里の人々は普段の仕事の手を休め、あるいは普段とは違う商売の為に、命蓮寺へ集まった。

    お盆である。

    とは言え、命蓮寺は幻想郷に現われて日は浅い。里の人々の信仰を集めてはいるものの、命蓮寺で先祖供養を行う檀家は殆どおらず、結果として住職である尼公(あまぎみ)が無縁仏の供養を行うと、後は夏祭りの様相となり、金堂として使われている聖蓮船の周りには屋台が立ち、人々は歌い、踊り、思い思いに時間を過ごした。

    さて、そのようにして陽も傾き、明るさはあるものの行灯に火が灯され始めた頃、聖蓮船のすぐ脇に建つ講堂に人々が集まり始めた。

    しばらくして、雲を纏った尼僧が現われて口上を述べると、上手から少女が現われた。

    少女は壇上中央まで静かに移動すると、用意された座布団の上に姿勢を正して座り、袖から拍子木を出して床に置いた。

    ふと、少女の脇に目をやると、いつの間に現われたのか、鼠の姿を隠すでもない妖怪の少女が脇に歩み寄って座布団の脇に水差しと湯飲みを置き、最初に現われた雲を纏った尼僧と共に下手の舞台袖に消えた。

    一人壇上に残された少女は、座布団の上で深々と頭を下げる。

    いつの間にか講堂の前にいた人々の間からざわめきが消え、皆、少女の次の言葉を待った。


    前口上

    「稗田阿求(
            ひえだのあきゅう
            )
        でございます」

    少女が、凛とした声で名乗る。

    「本日は本寺院に関わる故事などを、と言う事でお招きを受けましてこの壇上に座らせていただいております」

    早くも喉が渇いたのか、ゆったりとした動きで湯飲みに水を注ぐと、少女は湯飲みから口の中を湿らす程度に水を飲んだ。

    「さて、僭越ではございますが、まず私(
            わたくし
            )
        の自己紹介からさせていただきます。ご存知の方も、ご存知でない方も」そう言って少女が壇上からあたりを見回す。「いらっしゃらないかもしれませんが」そこで一呼吸とって少女が微笑む。予め練習していた別品の笑顔である。

    「名前は先ほど名乗りました通り稗田阿求と申しまして、古事記を誦習した稗田阿礼(
            あれ
            )
        の転生。つまり、黄泉還った本人でもございます」

    そう言って少女が再び聴衆を見回すと、皆の笑顔があった。

    「ええ、そこは皆様御存知でらっしゃいますね。と言う事は幻想郷縁起をお読みいただいたと言う事で、ありがとうございます」

    再び少女が頭を下げると、笑い声と疎らな拍手があった。

    「さて、そんな訳で今生はまだ〳〵若輩の私でございますが、少し歴史に詳しいほうでして」

    今度は短い爆笑が起こる。

    「しかし、本寺院に関わるお話となりますと、勿論、寺院の方々が詳しいわけでございます。そこで少し捻ったところから、今から凡そ一〇〇〇年の昔、京の都は東三条殿(
            ひがしさんじょうどの
            )
        で起こった怪異について語らせていただきたいと思います」

    少女は拍子木を二回打って再び深々と頭を下げると、聴衆からは拍手が起こった。


    東三条殿(ひがしさんじょうどの)の怪

    
        
            ノーマル以上でノーコンティニュークリアを目指そう!

        

        東方紅魔郷 ~ the Embodiment of Scarlet Devil.
    
    
        起 鵺の化物が現れ、災いが起こる事

        時は平安の初めの頃、京の都は左京三条三坊に東三条殿と言う御殿が建てられた。

        建てたのは藤原良房(
                よしふさ
                )
            という、人臣にして初めて摂政を勤め、藤原北家の全盛を築いた立派な人物で、当然御殿も大変立派な物だった。

        さて、そのような立派な御殿だったので、良房の後も立派な人々の物となり、例えば御殿が建ってから五十年ほど経った頃の持ち主は藤原道長(
                みちなが
                )
            だった。

        道長と言えば

        
            この世をば わが世とぞ思ふ 望月の
欠けたる事も なしと思へば

        

        の句で有名な位人臣(
                くらいじんしん
                )
            を極めた人物で、また、その家来にも酒呑童子退治で有名な源頼光(
                らいこう
                )
            や、土御門の祖となった安倍晴明(
                せいめい
                )
            などが居た。

        その様な人々が代々管理していたので、度重なる火事には見舞われたものの、御殿その度に立派に再建され、やがて帝の目に留まると、代々藤原家の当主が管理しつつも、里内裏として、また皇族の方々が重要な儀式を行う場所として使われるようになった。

        

        時は流れて久安六年(
                西暦1150年
                )
            。東三条殿の主は藤原忠通(
                ただみち
                )
            で、藤原家の当主として東三条殿に住んでいたが、ある日、父の藤原忠実(
                ただざね
                )
            が源為義(
                ためよし
                )
            を引き連れて御殿に現れて忠道に勘当を言い渡すと、忠通は藤原家当主の座と共に東三条殿を追われる事となった。

        聞くところによれば、追い出された忠通は元々子に恵まれなかった為、異母弟の頼長(
                よりなが
                )
            を養子に迎え、次の当主は頼長となる筈であった。

        所がその後、忠通が長男を授かった為、頼長の立場が危うくなり、頼長を寵愛していた父の忠実が、頼長を家長にしようと東三条殿に乗り込んだ、と言う事である。

        

        このようにして頼長が藤原家当主として東三条殿に住むようになった翌年の久安七年。東三条の森より暗雲と共に怪しげな獣が現われ、御所の清涼殿の上を飛び回るようになり、ついには帝が病に伏せるようになった。

        その獣を、ある者は頭が猿であると言い、ある者は胴が狸であると言えば、いや胴は虎であると言う者も居り、いや〳〵虎であるのは手足だという者も居て、更にその尾は蛇だ、狐だと言われ、またその鳴き声は、大変に気味が悪く、鵺鳥に似ていると皆が口々に言った為、いつしか正体不明の獣は、鵺と呼ばれるようになった。

    
    
        承 故事に則り、頼政に鵺退治の勅が発せられる事

        「断る」

        訪ねてきた土御門の陰陽頭、安倍泰親(
                やすちか
                )
            の頼みを、振り返りもせず、源頼政(
                よりまさ
                )
            は短く答えた。

        「そも〳〵、わしは」そこで頼政は聞こえるようにわざとらしく溜息を吐いた。「お主が話しかけるから、ほれ、歌が出てこぬようになった」

        頼政は相変わらず筆を持ったままじっと短冊を見ている。

        「そも〳〵、お主が御所でやった護摩の祈祷、あれは嘘であろう」

        「嘘とは、酷い仰り様だ」

        「土御門は天文道の占事(
                せんじ
                )
            を行うのが生業であって、あれは坊主や山伏の仕事だ」

        「ほう、よく御存知ですな」

        そこで頼政はやっと振り返り、泰成に向って座り直した。

        悪人ではない、というのは知っている。また、陰陽頭として非常に優秀である、というのも知っている。ただ、何を考えているか分からない、そういう笑顔でいつの間にか隣にいるこの男を、頼政はどうしても信用ならなかった。今回もどうせ碌な事になりしないだろう。

        「そも〳〵、なぜわしなのだ」

        まともに取り合っては成らぬ、口ではこの男に叶わぬ、と思いつつも、頼政は疑問を口にした。頼政は京武士であるが、それ以上に歌人としての名声が高く、鳥羽上皇や皇太后の美福門院(
                びふくもんいん
                )
            との交流もあって、弓より、筆を持って公家と共に和歌を詠むほうが似合う男であった。

        「帝の病は、薬師や祈祷師では治す事が出来なかった」泰親は他人事のように言う。「そこで、故事を調べた所、源義家(
                よしいえ
                )
            殿が弓を鳴らして怪異を祓った事があるとわかってな」

        泰親がそこで言葉を切ったので、頼政はじっと黙って次の言葉を待ったが、三つ、四つと息をしても泰親は黙ったままだったので「それで」頼政がたまらず先を促すと、泰親は短く「それだけだ」と言った。

        「理由になっておらぬだろう」

        頼政が芝居がかった調子で抗議すると、泰親は腕を組み、こちらもわざとらしく「ううむ」と唸ってから話始めた。

        「では、その昔、頼光殿が文殊菩薩から授かった弓があってだな」

        「ある」頼政が怒気を含んだ声で、泰親の話をさえぎった「あるがどうした」

        「つまり、その弓を受け継いだ頼政殿の出番と言うわけだ」

        頼政は眉間にしわを寄せ、落ち着きの無い様子で小刻みに首を左右に二、三回振ると口元をゆがませて泰親に言った。

        「弓ならある。貸してやる。先祖伝来の家宝であるから大事に使え」

        「そういう訳には参りません」

        「どういう訳か、さっぱり分からん」

        「つまり、そういう事でございます」

        「つまり、そういう事か」

        一連のやり取りで真顔になっていた泰親は「左様でございます」と答えると、再び普段の腹の中が見えない笑顔に戻った。

        明らかに何か有る。何かあるが説明する事はできない。しかし、せめてもの誠意として、騙ましはしないから、訳を聞かずに引き受けろ、と目の前の男は言っているのである。

        「良からぬ事を企んでいるのでは有るまいな」

        「滅相もありません」

        「信じてよいのだな」

        「勿論でございます」

        「分かった、ならば早い方が良かろう。人を集め明日にでも向かおう」

        頼政が応えると、泰親は右腕を真っ直ぐと頼政へ伸ばし、手のひらを向けて「それには及びません」といった。

        「件の弓さえお持ちいただければそれで十分。ご家来集は一人も居ればよろしいでしょう。それから、怪異は夕暮れに現われます。昼の間は東三条殿をお使いください」

    
    
        転 頼政、東三条殿へ出向く事

        翌日、日暮れ前に頼政が東三条殿に行くと、門前には小鬼が立っていた。驚いて振り返ると、従者の猪早太(
                いのはやた
                )
            の姿はなく、そこには大きな、人間ほどの大きさの鼬(
                いたち
                )
            が立っていた。

        「おのれ、化け物め」

        目を合わせた鼬が、こちらに向けて刀を抜く。頼政が早太に授けた短刀、骨食(
                ほねぐい
                )
            である。

        「まて〳〵、わしだ」落ち着いた調子で、頼政は鼬に話しかける。

        「お前にはわしがどう見える」「もしや頼政様で」「左様である」「これは失礼を」

        鼬は恐れ入った様子で膝を付いて平身低頭するが、何せ鼬である。頼政の眼には新しい獲物を探し始めたようにしか見えない。笑いを堪えながら今にも自刃しかねない勢いの鼬を立ち上がらせると、頼政は小さく「さては知っておったな」と呟いた。

        「何でございましょうか」

        「いや、泰親がな。さては知っておってわしを遣したのだ」

        「と、申しますと」

        そこで頼政が、もし五人、十人の手勢を集めて乗り込んでいれば、敵も味方も分からなくなって大混乱になったであろう事、また、そうでなくても気性の荒い者であれば問答無用で門前の小鬼に弓を引いていたであろう事を説明した。

        「それでわしなのだ。しかも、連れは一人で、と念を押しよった」

        「ははあ、なる程」そう言って鼬、もとい早太は門前を小鬼を指差して言った。「つまりあの小鬼も門番なのでございますね」

        「そうであろう」頼政は早太の指につられて小鬼に視線を移す。「しかし、用心せよ。もし、本物の鬼であれば、とても敵わんからな」

        早太は神妙な顔――に頼政には見えた。頼政は鼬の神妙な顔を知らないので、恐らくこれが神妙な顔なのだろう、と思っただけなのだが――になって、小鬼の方へ歩いていった。

        そんな訳で、結局、頼政は自分が何に見えるか聞き損ねた。

    
    
        結 阿礼乙女、頼政に助力する事

        「これは一体どういうことだ」

        恐らく屋敷の下男であろう白兎男の案内を受け入った屋敷は、頼政の知る東三条殿とは似ても似つかぬ奇妙な屋敷になっていた。しかも、そこかしこに古今東西の奇妙な生き物、妖怪変化が歩いている。

        「鵺の化物の仕業でございます」

        ふと、通りがかった座敷を見ると、年のころ二十も半ばといった所の女が一人座っており、なにやら熱心に紙に妖怪変化の姿を描き写している。

        「これは阿未(
                あみ
                )
            殿、懐かしゅうございますな」

        すると、鼬がいぶかしんだ顔――に見えた。これまた、頼政は鼬のいぶかしんだ顔を知らないのだが――をしたので説明する。

        「こちらは閻魔王の赦しを得て代々転生し、霊異の縁起のことを記録しておられる稗田阿未殿だ」

        「ははあ、閻魔様の赦しを得て……」

        「うむ。阿未殿の前の代の阿爾(
                あに
                )
            殿と、我が先祖の頼光様にご縁があってな」

        早太が改めて阿未を見ると、阿未の顔が不気味に笑った――ように見えた。気が付けば陽が沈もうとしている。恐らく光の加減であろう。

        早太がそう思ったその時、屋敷の外から「ひょおおおぅ」と言う不気味な鳴き声が聞こえた。

        頼政と早太は、屋敷の庭に出て空を見上げた。

        既に暗くなっている東の空に、瓶の水に墨を落としたかのような黒い染みが広がっていく。

        頼政が目を凝らすと、その染みの中に、かすかに「それ」が見えた。

        「それ」は、ある生き物だといわれればそのように見え、その生き物でないといわれれば違って見え、暗雲の中を歩いているようで、駆けているようで、飛んでいるようで、泳いでいるようで、動いて見え、止って見えた。

        「あれこそが鵺、この怪異の元凶です」

        阿未がそういうと、頼政は早太から弓を受け取り引き絞った。

        「南無、八幡大菩薩、我に力を貸し給え」

        まるで自ら獲物を目掛けて飛ぶ鷹のように、矢は「それ」に向かって飛んで行き、やがて暗雲に吸い込まれると「ぎゃ」と言う短い声がして、暗雲は晴れていった。

        頼政の祖先、源頼光が文殊菩薩より授かった霊弓、雷上動(
                らいしょうどう
                )
            による必中の一撃である。

        こうして鵺は退治された。

    
    
        結 頼政、阿礼乙女の助力を受け、鵺を討つ事

        「これは一体どういうことだ」

        屋敷に入った二人に阿未が説明する。「鵺の化物の仕業でございます」

        頼政から紹介を受け、早太が改めて阿未を見ると、阿未の顔が不気味に笑った――ように見えた。気が付けば陽が沈もうとしている。恐らく光の加減であろう。

        早太がそう思ったその時、屋敷の外から「ひょおおおぅ」と言う不気味な鳴き声が聞こえた。

        鳴き声を聞いたフタリは、屋敷をデルト雲のあいまに奇妙な獣が見えた。けものが見えた。ケモノがケモノノケモノ。

        フタリ、フタリはフタリ、は空を見上げて雲の合間に奇妙な、見上げた空を二人は走る、ケモノが見えた。二人は走る獣、空を見上げて。

        追う。鳴らしながら弓を頼政は、続く後に早太と阿未が。

        二人は鵺は、徐々に速度を落とし、高さを落とし、降りてきた。下りてきた。オリテキタ。

        「南無、八幡大菩薩、我に力を貸し給え」

        頼政が矢を射ると、まるで自ら獲物を目掛けて飛ぶ鷹のように、矢はケモノに向かって飛んで行き、やがて暗雲に吸い込まれると「ぎゃ」と言う短い声がして、暗雲の中から獣が墜ちてきた。

        頼政の祖先、源頼光が文殊菩薩より授かった霊弓、雷上動による必中の一撃である。

        すると行燈を手に早太が駆け寄り、堕ちて来た獣を押さえ付け、骨食で獣を八つ裂きにした。

        こうして鵺は退治された

    
    
        結 頼政、鵺を討つ事

        「これは一体どういうことだ」

        屋敷に入った二人に阿未が説明する。「鵺の化物の仕業でございます」

        頼政から紹介を受け、早太が改めて阿未を見ると、阿未の顔が不気味に笑った――ように見えた。気が付けば陽が沈もうとしている。恐らく光の加減であろう。

        早太がそう思ったその時、屋敷の外から「ひょおおおぅ」と言う不気味な鳴き声が聞こえた。

        頼政は早太から弓を受け取ると、弓を鳴らす。

        屋敷の外には暗雲が立ち込め、不気味な鵺の鳴き声も一層大きくなる。

        頼政は早太から鏑矢(
                かぶらや
                )
            を受け取ると、懐から取り出した札を貼り付け、弓を構えた。

        「南無、八幡大菩薩、我に力を貸し給え」

        弓から放たれた矢は、宙返りするかの様に上に反れ、天井に当たると、今度は、奇妙な角度で向きを変えて跳ね返り、頼政の後ろに立つ阿未の胸元に突き立った。

        頼政の祖先、源頼光が文殊菩薩より授かった霊弓、雷上動による必中の矢が、頼光の後ろにいる阿未を射ったのである。

        「まさか。いつ気が付いたの」

        そこに胸に矢を受けた阿未の姿はなく、代わりに黒髪の童女が立っていた。

        「最初にお前を見たときからよ。何せ阿未殿はわしの幼い頃に亡くなっておる」

        「そう、貴方には、私が居もしない死んだ人に見えたのね」

        頼政は懐から一冊の本を取り出す。表には縁起の文字が見えた。

        「化ける相手の書くらい、読んでおけばよかったのだ」

        「あら、良かった」そう言って鵺は微笑む。「私が化けたと思っているのね」

        そういうと、童女――鵺から暗雲が噴き出し、それにまぎれる様に鵺は外へと飛び出した。

        「待て、お前をここに連れて来たのは誰だ」頼政が鵺に聞くと、隣で早太が「えっ」と声を上げた。

        「森の中や山奥ならばいざ知らず、都の中に急に妖が現れる訳もなかろう。一体誰に呼ばれて来た。屋敷の主、頼長か。屋敷を奪われた忠通か。いいや、違うな。泰成がわしを寄こしたのは、宮中に災いの源があり、帝の傍を離れる事ができないからではないか」

        頼政の問いかけに鵺が鼻で嘲笑うように応える。

        「人の形をしているからと気安く話しかけない方が良いわ。私は正体不明の妖怪。傷が癒えたら再び現われる。その時、夜の恐怖を思い出すがいい」

        鵺の姿は暗雲に包まれ、そして、そのまま、消え去った。

        この十年の後、応保元年に鵺は再び姿を現して、二条天皇に害を成し、再び頼政と対決することになるのだが、それはまた別の話である。

    

    終

    「さて、この十年後、応保元年に鵺は再び姿を現して、二条天皇に害を成し、再び頼政と対決することになるのですが、それはまた別の話でございます」

    そう言って、少女は拍子木を二度打つと、周りを見回した。

    いつの間にか陽も暮れ、空には星も見える

    「が、その後のおはなしを、少し。

    「鵺が退治された後も、近衛天皇は病に伏しがちで、久寿二年(
            西暦1155年
            )
        にお隠れになりました。近衛天皇の生母である美福門院は大層嘆き、東三条殿の主である頼長の呪いに違いないとして、頼長を公然と非難したそうでございます。

    「年は明けて保元元年(
                西暦1156年
                )
            、後白河天皇の治世になりますと、ついに『頼長は崇徳上皇と通じて謀反の疑いあり』として頼長の留守の間に後白河天皇率いる軍が、先の東三条殿当主の忠通と共に東三条殿に立て籠もると言う事変が発生いたしました。世に言う保元の乱の始まりでございます。

    「所で美福門院には別の名前がございまして、その名も玉藻前(
            たまものまえ
            )
        、一説にはその正体は白面九尾の化狐で、大陸で殷周(
            いんしゅう
            )
        革命の原因となった悪女、妲己(
            だっき
            )
        であるともいわれておりまして、後に陰陽師、安倍泰親率いる八万の軍勢と対決し、ついには殺生石に封じられたとの事でございます。

    「さて、肝心の東三条殿がその後どうなったかと申しますと、保元の乱で勝利した忠通がその後再び主となりますが、時代が下って仁安元年(
        西暦1166年
        )
    に焼失し、その後は再建されなかったそうでございます。

    「それではお時間も良いようなので、本日私の余興もここからに致します」

    聴衆が驚いた顔を、意味を理解しようとしかめた顔をしたその時、少女は話の締めくくりとして、両の手を付き大きく頭を下げた。

    すると着物の裾から、袂から、襟足から暗雲が噴き出し、少女それにまぎれる様に外へと飛び出した。

    観衆の目には、少女は阿求にしか見えない。阿求の着物を着、名乗り、語り、そして暗雲を携えて空を飛ぶ。

    その時、あっ、と誰かが声を出して、壇上を指差すと、そこには普段見慣れぬ弓道衣に胸当てをし、弓を手に持った阿求がいた。

    いつの間にか舞台袖に居た鼠の妖怪少女が演目をめくり、高らかに宣言した。

    「続いての演目は、封獣ぬえと稗田阿求の対決にございます」

    とはいえ、あくまで祭りの余興である。遊びの上でぬえも本気で攻撃しはしない、と言うよりも、事前の取り決めにより、ぬえからの攻撃はない。阿求は二本の矢を射って、見事ぬえに当たれば阿求の勝ち、二本の矢を避けるか、六十数える間、逃げ切ればぬえの勝ち、あとは普段の命名決闘法(
            だんまくごっこ
            )
        と同じと言う、簡単な、本当に文字通りの余興であった。

    しかし、遊びだからこそ本気を出すと楽しい、工夫するのが面白い。

    ぬえは阿求が手に持つ矢を見た。その矢羽は鳥の羽の変わりに札が付いている。

    「あれは博麗の巫女の札」

    ぬえの唇がそう動いたのを確認すると、阿求は高らかに制約の文言を唱える。

    「高御産巣日神(
            かたむすびのかみ
            )
        よ、我に力を貸し給え。『もし、封獣ぬえに邪心あらば、この矢は封獣ぬえに当たる』」

    放たれた矢はぬえに向かって一直線に飛んでいく。

    かする程の距離でぬえが矢を避けると、矢は大きく曲がって再びぬえを目指す。

    「鳴女(
            なきめ
            )
        を殺した覚えはないわ」

    たった二本の矢で空を自由に飛ぶ妖怪を射るというのである、流石に無策とは思わなかったが、これでは流石に分が悪い。三度、四度と寸でのところでぬえが矢を避けるのを見るうちに観衆の誰もが阿求の勝ちを確信した。しかし、その時、ぬえは矢に追われるように、一直線に壇上めがけて飛んできた。

    ぬえからの攻撃はなし、と言うのが取り決めであるが、一方それら幾つかの取り決め以外は命名決闘法(
            だんまくごっこ
            )
        と同じ、と言うのも取り決めである。

    もし、矢を避けるぬえに阿求が触れてしまったとしたら――阿求の被弾と言うことになる。これがぬえの奥の手であった。

    「この勝負、貰った」

    何も危害を加える必要はない。壇上に立つ阿求の頭をそっと撫でればぬえの勝ちである。

    ぬえが壇上の阿求の頭に手を伸ばした時、その違和感に気が付いた。

    「これは」

    それは、ここまで近づかなければ見分けが付かない、見事な人形であった。ぬえが矢から避ける間に入れ替わったのか、それとも、最初から、弓を引いたのもこの人形だったのか。

    愕然として、そして背後からの矢を確認する為にぬえが振り返ると、首筋に長細い棒を当てられた感触があった。

    「私の勝ちですね」

    人形の影から現われた阿求が、手に持った矢をぬえの首筋にそっと当てたのである。

    観衆が拍手喝采する中、ぬえは阿求ではなく、舞台袖の、洋服を着た少女を睨んだ。

    少女はその手に持った本――普段持っている魔道書(
            グリモワール
            )
        ではなく、和綴じの本を開くと、静かに朗読した。

    「祭りになると人々の前に現れては、人形芸を披露してくれる魔法使いと言えば、アリス・マーガトロイドだ。彼女は、人形を魔法で操り、あたかも生きているかの様に見せる芸達者な魔法使いである」

    そして少女はぬえを見ると飛び切りの笑顔で微笑んだ。
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